
露地農業での取り組みと今後の目標
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株式会社アイファーム
代表取締役 池谷伸二
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株式会社アイファーム

池谷 伸二（43）

平成28年5月20日

3,000万円

会社名

代表者

設立年月日

資本金

静岡県浜松市南区河輪町413-2

研究所 静岡県沼津市西野317 （AOI-PARC内）

所在地 静岡県浜松市南区御給町111
第２出荷場

秋冬ブロッコリー 10月～3月下旬 75 ha

春ブロッコリー 4月～6月下旬 50 ha

年間延べ面積 125 ha （2021年10月～2022年9月）栽培面積

野菜の生産・販売・成分研究

2008年 農業経験12年

事業内容

就農時期

株式会社アイファームの紹介

第1出荷場
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静岡県西部

静岡県中部

静岡県東部

研究拠点
（AOI-PARC）

生産拠点
（静岡県浜松市）

ブロッコリー栽培の拠点
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圃場の特徴

圃場個所数 450か所

農地と住宅が混住した地域
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生産面積の推移
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一般ブロッコリー（ha) 機能性ブロッコリー（ha)

肝機能の改善を表示した機能性表示
ブロッコリーの栽培開始
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2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

業務用 0 0 0.01 0.02 0.05 0.2 0.25 0.25 0.25 0.3 0.6 0.7 0.9 1.2 1.6

量販店向け 0.01 0.1 0.19 0.28 0.35 0.3 0.45 0.5 0.95 1.4 1.8 2 2.1 2.3 2.4

0.01 0.1 0.19 0.28 0.35 0.3 0.45 0.5
0.95
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0.9
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売上（億円）

量販店向け 業務用

売上げの推移 量販店向けと加工業務用の割合
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拡大できた理由

分業について

スマート農業について

消費者庁機能性表示食品

今後の取り組みと目標

本日の内容

✓

✓

✓

✓

✓
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拡大できた理由
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良い仲間信頼できる仲間に恵まれた

就農前から一緒に働いていたメンバー

現在ではパートアルバイト含め50名に
※技能実習生・特定技能・短期雇用者含む

拡大できた理由
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すばらしいお客様に巡り会えた

地元の仲卸さん

県内有名ハンバーグチェーン

全国惣菜会社

大手輸入商社

大手外食期間限定メニュー
自社ブロッコリー企画

コンビニ
サラダメニュー契約

地元のスーパー

拡大できた理由
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行政からの支援JAとぴあの支援

就農中期 現場課題の解決

就農初期 営農指導

就農中期 資金面相談

現在 コラボ商品開発
営農指導
生産情報共有

現在 現場課題の解決
補助金事業の活用

拡大できた理由
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作業を分業した理由
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分業に取り組んだ訳

規模拡大に対応する為、新規雇用増やし生産人材育成が急務だった

露地栽培では、播種～収穫まで1年に1回しか経験を積めない為

1年に1度しかやらない作業も多く前の年の事を覚えていない

以前の建設業では2～3年経験を積めば程々に仕事が出来るようになってくるが、

改善に取り組んだきっかけ

農業では2～3年たっても素人同然だった。

技術習得に時間がかかる

状況

原因

問題
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・作業人数を増やしても作業が予定通り進まない！

・人件費率がどんどん上がっていく

・面積拡大で売上は少しづつ伸びているが、

・生産計画がずれる

・正品率が下がる

建設業の工程管理が応用出来るかも⁈

利益が伸びてこない

【結果】

分業に取り組んだ訳
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土作り 苗管理 植え付け 中間管理 収穫 出荷調整

一人ですべてを行っている

技術習得しようとしても10年やっても10回の経験値しか・・・

1品目年1回しか栽培経験ができない

【従来】

土木工事 基礎工事 建方工事 電気工事 内装工事屋根工事

すべてをひとりで行っている

建物が完成するまでには専門職で分かれている

専門の職人が工程に沿って作業をしている
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土作り 苗管理 植え付け 防除 収穫 出荷調整

分業することによって教育時間の短縮・専門知識・技術の短期習得

・定植品質の向上
・作業時間安定

・作業性向上
・安全な耕運
・時間短縮

・害虫・病気への知識
・農薬散布技術向上

・良質な育苗の実
現

1hあたりの収穫
本数の安定により
販売先にスムーズ
な情報提供

出荷物品質の安定

短期間での作業技術向上と作業時間の安定を実現できた

定例会
毎週水曜日15：00～
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分業事例 １つの作業を徹底して教育

（事例） トラクター作業教育風景
外部講師による安全講習と技術向上指導 ドローン撮影による自分の作業改善

自分で気づき自分で改善

改善に対しての効果

① 事故率が低下 （2015～2021事故ゼロ）

② 作業時間と耕運の精度が安定した
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重要度
高

重要度
低

80％以上

66％～79％

65％以下

各班長

生産リーダー

生産責任者

Step 3 アイファームにおいてのDX化

達成率

色によって瞬時に
状態が分かる
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週間計画面積日々の計画面積

日々の実施面積

週間の実施面積

日々の目標達成率

Step 4 アイファームにおいてのDX化

80％以上

66％～79％

65％以下

各班長

生産リーダー

生産責任者

作業の達成率を共有できる

色によって
判断担当が変わる

色によって瞬時に
状態が分かる

1 2
3 4

5 6
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スマート農業への取り組み

スマート農業について
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スマート農業の定義

アイファームにおいてのスマート農業の定義

作業者の作業負荷の軽減

効果が数値化できる作業効率を上げる +

効果が数値化できない事はやらない

or

コストを削減

or
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現場の特性を知り尽くしすべての作業が
データ化されている事が前提

全てはデータ収集から始まる

デジタルトランスフォーム（DX）

スマート農業
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生産におけるコスト削減による効果

付加価値を高めることによる効果

具体的な取り組み内容

肥料削減による効果

収穫タイミングの精度向上による効果

大手業務用契約での欠品しない付加価値
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スマート農業の活用について

本日の内容

✓

❏収穫予測・貯蔵技術活用した大型業務契約の実現

❏ドローンの画像解析技術を活用した作業軽減

❏植物モニタリング技術による化成肥料使用量の削減の研究

❏LoraWanを活用した自動灌水システム構築
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課題１「適した潅水、施肥のタイミングや量がわからない」

光合成速度の測定技術→施肥の指標に

光
合
成
速
度

葉緑素計
SPAD-502Plus

SPAD値（葉緑素指数）の長期モニタリング

理化学研究所の技術シーズの活用
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追肥の削減予想効果

化成肥料年間削減 -5,000袋

年間追肥代 -7,500,000円

年間追肥人件費 -1,100,000円

※現状年間追肥 10,000袋

※１袋＝10分×5000袋×1300円/時給

年間追肥に関わる削減効果 -8,600,000円
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収穫の課題

同一圃場内でも適した収穫時期はバラバラ

3日後収穫当日収穫 7日後～収穫

課題２「適した収穫のタイミングがわからない」
課題３「収穫量が予測できない」
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量販店向けの出荷規格に合わせる為に

直径13cm

販売単位＝1本
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1
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3

4

5

6
7
8
9

2018年 冬作の収穫データの一例

1圃場で約10回の収穫作業

生育状況がわからないので
収穫量が極端に少ない場合も
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業務向け出荷規格では

カットしてしまう為
サイズの制限が無い

一斉収穫が可能に

販売単位＝1kg
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ドローンを活用した収穫精度向上と作業の効率化

数値化して見ることによって収穫ロスを削減

2020年10月～ 品種ごとの教師データ取得開始

●
P
ix
el
数

●
植
物
重
量
（
g）

画像からの重量推定技術→収穫の指標に

1231kg 350円/kg 430,850円× ＝

収穫前から売上の目安わかる

品種ごとのサイズに対する重量データ

10cm=235g   12cm=365g  14cm=425g

過去の収穫重量データの平均値を指標に

×
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業務用比率40％想定での現場への影響度

5hoho年間延べ圃場数 1100か所

1圃場あたりの収穫回数 ＝ 10回

5hoho収穫１回あたりの歩行距離 0.7km
※ 収穫１回あたりの歩行距離 50m×14列＝0.7㎞

7,700km＝7,700,000m÷0.9m=8,555,555秒＝142,592分＝2376時間

2,376時間×40％減＝-950時間

7,700km×40％減＝-3,080km

5hoho収穫に要する延べ歩行距離＝7,700km
※ 秋冬作650か所 春作450か所

＝

収穫時の歩行距離 労働負担の軽減と人件費の削減
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＝

10分

1圃場あたりの収穫回数 10回

収穫稼働人数 ＝ 15名

圃場数

圃場間移動・積み降ろし準備 ＝

450か所

10分10回 15名450か所

1,300円（時給）

× × ×

×

＝675,000分（11,250時間）

11,250時間 ＝ 14,625,000円

業務用契約比率が生産面積の40％になり

一斉収穫出来れば移動コストが約5,800,000円削減可能に！

業務用比率40％想定での現場への影響度

収穫時の圃場間移動距離 移動時間の人件費削減



恩地河村
計測不能 計測不能 計測不能

セブンイレブン 浜松芳川店
計測不能 計測不能 計測不能

セブンイレブン 浜松参野町店
計測不能 計測不能 計測不能

VALOR DRUG STOR 浜松三島店
計測不能 計測不能 計測不能

アイファーム駐車場
-82

ウェルシア 浜松西町店
計測不能

ベルツ・モーター
-117 -116 -113

大塚南
時々-117 計測不能 -124

遠州鉄道磐田営業所
計測不能 計測不能 計測不能

本目１
-114 -125 -116

セブンイレブン 浜松江之島店
-116 計測不能 -118

ローソン 浜松芳川店
-114 -117 -118

楽天東
-115 -118 -117

杉本
時々-115 計測不能 計測不能

セブンイレブン 浜松金折町店
計測不能 計測不能 -127

マックスバリュ 浜松立野店
時々-118 -123 -127

遠鉄ストア 立野店
-112 -105 -108

杏林堂薬局 芳川店
-115 -118 -129

寺脇砂山
計測不能 計測不能 計測不能

マクドナルド 浜松都盛町店
計測不能 計測不能 計測不能

名称（圃場は二重線で囲っている）
受信感度（dBm）
LoRa LoRaWAN LoRaWAN＋アンテナ
すべてで計測可能
２つで計測不能
すべてで計測不能

1 km

2 km

3 km

土壌水分

土壌温度

土壌EC

最適な土壌水分量を把握し正品率を高める
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欠品しない信用での付加価値

契約欠品しない
仕組みの開発

大手コンビニエンスストア

付加価値を高めることによる効果

大手惣菜メーカー

県内外レストラン

欠品しない
信用
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収穫予測システムの活用

収穫量予測グラフ収穫日予測

全圃場の収穫日予測が可能になる為、30日先までの収穫量を予測し
業務契約の欠品リスクを軽減また、販売先と共有することでスムーズな販売を実現
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契約量の欠品しない信用での付加価値

長期貯蔵技術の確立

貯蔵 61日後5月16日収穫日3月16日
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データの整理

過去データの解析（改善例）

収穫日 収穫本数

日付表記を変更（演算が可能に）

位置情報
を追加
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過去データの整理

整理後の解析（各要素の比較）

収穫率 収穫回数
収穫日数
平均偏差
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圃場データの活用

過去データの解析例（地域別収穫本数）

高さが収穫本数
品種別に色分け
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消費者庁 機能性表示食品届出
ブロッコリー開発

本日の内容

✓
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関係機関との連携

静岡県立大学

成分分析の実施

AOI-PARC
各機関との調整

成分安定の為の試験

フーズ・ヘルスケア
オープンイノベーションセンター
消費者庁機能性表示届出書類に関する指導

静岡県農林技術研究所

機能性表示食品届出に関する助言

システマティックレビューの実施

AOIPARCの活用
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届出から受理まで

機能性表示食品ブロッコリー【肌うるる】2022年11月～販売開始予定

消費者庁機能性表示受理【G1318】2022年4月

2022年11月
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今後の取り組みと目標
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食感

時短 手軽さ

健康

商品開発コンセプト

食べやすさの追求

手軽さの追求

機能性成分の追求

量販店向け商品開発
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新たな商品開発

カット不要、ひとくちサイズ

手軽さの追求

レンジでそのまま調理

機能成分の追求

機能性表示食品

健康の維持、増進に役立つ

食べやすさの追求機能成分の追求

+ +

03 04 05・・・
今後に続く商品展開
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DX・スマート化に向けた準備

事務処理のオフィスから生産の司令塔のようなオフィスへ

オフィスの変革

今後の事務所には、【農業技術者】【工程管理者】
【気象予報士】【デザイナー】【AIエンジニア】が存在するように
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長期的安定雇用を目指す

生産現場の労働環境を改善最適化
作業現場の負荷軽減

安心して働ける
環境づくり

より多くの農業経験社員が
若手を育成することで

持続可能な農業経営を実現

商品開発・加工事業

農家にとって一番大切な
生産体制

持続可能な
安定経営

生産物の
品質向上

加工事業による
売上利益増

労働環境整備

長期安定雇用
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JAとぴあ浜松との取り組み

生産指導

規模拡大による資金相談
設備投資に対する融資

販売支援 地元との橋渡し
情報共有

規模拡大

新たな商品企画（規格）と
販路の開発に期待

令和3年10月～販売開始
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ご清聴ありがとうございました


